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　７月１日より、女性職員の制服（事務服）を見直し、ビジネスカジュアルを基本とした

私服勤務へ移行しました。価値観の多様化が進む中、職員自身が自ら検討し、自主性や個

性を尊重しながら、より働きやすい職場環境を目指します。完全移行は2026年１月１日の

予定です。

　私服勤務の導入により、天候や動きやすさを考慮した服装を選べるようになり、業務効

率の向上や、職場内コミュニケーションの活性化にもつながっています。

　今後は私服勤務に関するガイドラインを定め

た『JA鶴岡・職場のマナー基準』を運用し、職

員同士でお互いに確認し合いながら、話し合い

を通じて制度の定着を図っていきます。

　組合員からは「明るい服装の職員が増え、親

しみやすい雰囲気を感じる」といった好意的な

声が多数寄せられています。

　今野利政企画管理部長は「これからも職員一

人ひとりが力を発揮できる環境を整え、より良

い職場づくりを進めていきたい」と話し、よりいっ

そうの業務の活性化が期待されます。

7月1日よりスタート！
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ビジネスカジュアルで業務に当たる女性職員
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けさらんニュース
J A 鶴岡の注目情報

　青年部南支部は９月２日、鶴岡市立斎小学校の３年
生18人に、管内特産のエダマメ「だだちゃ豆」の収
穫と調理を指導した。
　児童は食育学習の一環として、市内の圃場（ほじょう）
で、６月に「だだちゃ豆」の種まきを体験。その後は
草取りなどをしながら生育を見守ってきた。
　児童は、胸ほどの高さに成長した品種「おうら」の
株を土から引き抜き、さやもぎ作業をした。小学校へ
戻り、自分たちの手で育てた「だだちゃ豆」を味わっ
てもらおうと、とれたてをすぐに調理。シンプルにゆ
で豆にして夏の味覚を堪能した。作業を体験した児童
は「収穫は楽しかったけど、さやもぎは大変だった。
採れたてはとてもおいしかった」と笑顔で話した。

児童に「だだちゃ豆」の収穫を指導　青年部南支部

　９月11日、2025年産米の入庫が始まり、初検査
が行われた。西郷倉庫では、「はえぬき」「雪若丸」
などを合わせ約1100袋（１袋30㌔）とフレコン21
本を検査し、うち主食用米は全量1等に格付けされ
た。
　今年も６月中旬頃から高温で推移したため出穂が
早まり、例年より稲刈りの開始が早まった。
　９月末ごろから「つや姫」「コシヒカリ」などの晩
生品種の入庫も始まり、ＪＡ鶴岡の倉庫では例年並
みの約10万俵（１俵60㌔）の入庫を見込んでいる。

サンプルを検査するJA検査員。

全量１等格付け　２５年産米初検査

５年連続１１億円を突破　ネットメロン精算報告会
　ＪＡ鶴岡と西郷砂丘畑振興会は９月５日、東京第
一ホテル鶴岡で、2025年度ネットメロン精算報告
会を開いた。
　出荷数量は46万5500㌜であったが、平均単価は
2520円台と過去最高を更新。販売高は５年連続で
11億円を突破し、11億7640万円となった。
　同振興会の田中善明会長は「今年は春先の低温・
日照不足で経過し、６月下旬からは高温少雨と今ま
でになく肥培管理が困難であった。端境期の軽減な
ど課題は多くあるが、平準出荷を重視し対策を講じ
ながら、鶴岡の高品質で安心・安全なネットメロン
を消費者にお届けするため専門部の皆さんからもさ
らにご協力いただきたい」とあいさつした。

青年部員と一緒に調理。

共励会表彰を受賞した西茨集落代表の佐藤龍一さん。



KESARAN  NEWS
地域の話題もお届けします ！

５

　ＪＡ鶴岡、鶴岡地区野球連盟は９月20日・21日
の２日間、「第33回ＪＡ鶴岡カップ争奪中学校選抜
野球大会」をWaTaRaI鶴岡ドリームスタジアムで
開催した。市内の中学校を中心に鶴岡地区から６チ
ーム、酒田・飽海地区から2チームの合計８チーム
が参加し、トーナメント方式による熱戦が繰り広げ

あくみ少年野球クラブが優勝！　ＪＡ鶴岡カップ争奪中学校選抜野球大会

られた。
　一時雨が降る状況にも負けず、選手たちは日頃の練
習の成果を存分に発揮して素晴らしいプレーを連発。
観客席からも大きな声援が飛び交った。決勝ではあ
くみ少年野球クラブと酒田四中野球クラブが対戦。
あくみ少年野球クラブが７-５で勝利を収めた。　

準優勝校の酒田四中野球クラブ

チームみんなで
励まし合いながら
襷をつなぎ、

第6位入賞しました!

西郷支所のメンバーも参加!

優勝校のあくみ少年野球クラブ

　閉会式では佐藤治久代表理事専務が選手達の健闘
をたたえ、優勝校にＪＡ鶴岡カップ、準優勝校に盾
を授与した。後日、副賞として両校へ新米の鶴岡産
「つや姫」を贈呈する。また、参加賞として選手全
員にJＡ鶴岡殿様のだだちゃ豆アイスクリームと鶴
姫レッドメロンアイスクリームがプレゼントされた。

　JA鶴岡駅伝チームでは地域の駅伝大会やJA共済主催のマラソン大会など
各種イベントに参加させていただいております。
　お見かけの際には、ぜひ応援いただけますと嬉しいです！

JA鶴岡駅伝チーム

5/31　　  J A共済p r e s e n t s
第５回やまがた５時間リレーマラソン

9/7 大泉地区駅伝

9/7 西郷地区駅伝



Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
に
つ
い
て
、
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
や
設
定
な
ど
の
問

い
合
わ
せ
は
支
所
で
い
つ
で
も
対
応
可

能
な
の
か
。
ま
た
、
指
導
員
と
の
や
り

取
り
ま
で
で
き
る
の
か
。

ス
マ
ホ
へ
の
設
定
等
で
あ
れ
ば
、

営
農
次
長
、
営
農
指
導
係
、
支

所
長
、
事
業
所
長
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で
指

導
員
と
や
り
取
り
す
る
こ
と
は
機
能
と

し
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
設
定
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
伝
票
の
作
成
方
法
に
つ
い

て
教
え
て
欲
し
い
。

Ｊ
Ａ
鶴
岡
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ

ナ
ー「
Ｑ
Ｒ
伝
票
作
成
ツ
ー
ル
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク

か
ら
の
登
録
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

新
設
さ
れ
る
媒
体
持
込
手
数
料

の
組
合
員
割
引
等
は
無
い
の
で

し
ょ
う
か
。 

Ｊ
Ａ
が
主
導
し
て
発
足
し

た
団
体
等
も
あ
る
と
思
う
の
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（
※
媒
体
と
は
、
振

込
振
替
の
依
頼
で
持
ち
込
ま
れ
る
紙
の

帳
票
や
デ
ー
タ
な
ど
の
こ
と
で
す
。）

こ
れ
ま
で
組
合
員
割
引
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
事
務

負
担
が
相
応
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
度
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
手
数
料
負
担
に
つ
い
て
、
ご
理

解
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
利
用
者
に
合
っ
た
取
引
方
法

の
ご
提
案
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
支

所
窓
口
へ
ご
相
談
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
、
被
害
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
に
は
罠

の
設
置
な
ど
Ｊ
Ａ
お
よ
び
猟
友
会
で
独

自
に
活
動
で
き
る
よ
う
柔
軟
な
対
応
を

求
め
る
と
共
に
、
行
政
か
ら
の
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。

現
状
、
被
害
発
生
が
確
認
さ
れ

な
い
と
罠
の
設
置
も
で
き
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
農

政
活
動
の
中
で
未
然
の
被
害
防
止
に
向

け
柔
軟
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
関
係
機

関
へ
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

米
の
出
荷
契
約
状
況
で
、
令
和

７
年
産
が
前
年
と
比
較
す
る
と

軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
作
付
面
積
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

出
荷
契
約
数
量
の
減
少
理
由
と

し
て
圃
場
整
備
事
業
や
工
業
団

地
用
地
と
し
て
の
売
買
に
よ
る
減
少
や

米
の
民
間
在
庫
の
減
少
に
よ
る
影
響
で

農
協
以
外
に
出
荷
す
る
方
が
増
加
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

直
接
販
売
を
進
め
て
中
間
マ
ー

ジ
ン
を
減
ら
す
こ
と
は
生
産
者

に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
生
産

者
は
で
き
る
だ
け
高
い
販
売
代
金
を
い

た
だ
き
た
い
訳
だ
が
、
む
し
ろ
全
農
へ

の
委
託
販
売
の
方
が
手
取
り
が
増
え
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

生
産
者
手
取
り
か
ら
控
除
さ
れ

る
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
減
ら
す
た

め
に
直
接
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。
全

農
だ
と
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
価
格
で
取

引
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
手
数
料
を
引
か
れ

て
Ｊ
Ａ
鶴
岡
に
販
売
代
金
が
入
っ
て
き

ま
す
。
直
接
販
売
の
場
合
は
、
こ
ち
ら

の
提
示
し
た
価
格
で
業
者
と
取
決
め
を

行
い
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に

全
農
の
手
数
料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
場

合
に
よ
っ
て
は
全
農
よ
り
も
高
い
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
生
産

者
手
取
り
の
最
大
化
に
繋
が
る
よ
う
販

売
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
Ｒ
Ｃ・Ｃ
Ｅ
の
再
構

築
に
伴
う
新
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
建
設
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
12
年
度
稼
働
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
既
存
施
設
の

老
朽
化
の
進
行
や
建
設
資
材
な
ど
の
高

騰
に
よ
り
、
１
年
前
倒
し
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
国
庫
事
業
の

対
象
と
な
る
た
め
に
国
や
県
な
ど
の
関

係
機
関
・
鶴
岡
共
乾
施
設
利
用
組
合
と

連
携
し
候
補
地
選
定
や
施
設
の
規
模
規

格
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

生
産
資
材
課
で
ネ
ッ
ト
注
文
環

境
「
じ
ょ
さ
ね
っ
と
」
を
整
備

し
た
が
、
紙
面
注
文
と
ネ
ッ
ト
注
文
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

現
状
、
生
産
農
家
数
１
，
２
３

０
件
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
注
文
は

２
１
３
件
（
今
春
は
１
９
０
件
）
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
の
17
％
で
す
。
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
注
文
が

多
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
対

応
と
し
て
、
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
の
簡
易

化
、
管
理
等
を
考
慮
し
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト

で
の
予
約
注
文
シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
で

す
。
普
及
率
に
関
し
て
は
、
農
家
の
年

齢
層
か
ら
徐
々
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
を
主
体
と
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
、

ネ
ッ
ト
に
よ
る
購
入
な
ど
、
時
代
の
背

景
を
考
え
ま
す
と
浸
透
が
進
む
も
の
と

予
想
し
て
お
り
ま
す
。

Q

QQ Q

A

AA

企
画
管
理
部
・
支
所
関
連

営
農
販
売
部
関
連

金
融
部
関
連

北（京田地区）北（京田地区）

中央（豊浦地区）中央（豊浦地区）

ご意見･ご要望への回答集ご意見･ご要望への回答集
令和7年度 上期座談会

９月５日～１１日の６日間、各地区１４会場で上期座談会を開催しました。
皆様からいただいたご意見・ご要望について、主なものを抜粋して掲載しています。
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前
年
と
比
較
す
る
と

軒
並
み
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
作
付
面
積
が
減
っ
た
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

出
荷
契
約
数
量
の
減
少
理
由
と

し
て
圃
場
整
備
事
業
や
工
業
団

地
用
地
と
し
て
の
売
買
に
よ
る
減
少
や

米
の
民
間
在
庫
の
減
少
に
よ
る
影
響
で

農
協
以
外
に
出
荷
す
る
方
が
増
加
し
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

直
接
販
売
を
進
め
て
中
間
マ
ー

ジ
ン
を
減
ら
す
こ
と
は
生
産
者

に
と
っ
て
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
生
産

者
は
で
き
る
だ
け
高
い
販
売
代
金
を
い

た
だ
き
た
い
訳
だ
が
、
む
し
ろ
全
農
へ

の
委
託
販
売
の
方
が
手
取
り
が
増
え
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

生
産
者
手
取
り
か
ら
控
除
さ
れ

る
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
減
ら
す
た

め
に
直
接
販
売
を
進
め
て
い
ま
す
。
全

農
だ
と
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
価
格
で
取

引
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
手
数
料
を
引
か
れ

て
Ｊ
Ａ
鶴
岡
に
販
売
代
金
が
入
っ
て
き

ま
す
。
直
接
販
売
の
場
合
は
、
こ
ち
ら

の
提
示
し
た
価
格
で
業
者
と
取
決
め
を

行
い
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に

全
農
の
手
数
料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。
場

合
に
よ
っ
て
は
全
農
よ
り
も
高
い
価
格

で
販
売
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
生
産

者
手
取
り
の
最
大
化
に
繋
が
る
よ
う
販

売
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
Ｒ
Ｃ・Ｃ
Ｅ
の
再
構

築
に
伴
う
新
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
建
設
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
12
年
度
稼
働
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
既
存
施
設
の

老
朽
化
の
進
行
や
建
設
資
材
な
ど
の
高

騰
に
よ
り
、
１
年
前
倒
し
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
国
庫
事
業
の

対
象
と
な
る
た
め
に
国
や
県
な
ど
の
関

係
機
関
・
鶴
岡
共
乾
施
設
利
用
組
合
と

連
携
し
候
補
地
選
定
や
施
設
の
規
模
規

格
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

生
産
資
材
課
で
ネ
ッ
ト
注
文
環

境
「
じ
ょ
さ
ね
っ
と
」
を
整
備

し
た
が
、
紙
面
注
文
と
ネ
ッ
ト
注
文
は

ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

現
状
、
生
産
農
家
数
１
，
２
３

０
件
に
対
し
て
ネ
ッ
ト
注
文
は

２
１
３
件
（
今
春
は
１
９
０
件
）
と
な
っ

て
お
り
、
全
体
の
17
％
で
す
。
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
注
文
が

多
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
対

応
と
し
て
、
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
の
簡
易

化
、
管
理
等
を
考
慮
し
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト

で
の
予
約
注
文
シ
ス
テ
ム
を
検
討
中
で

す
。
普
及
率
に
関
し
て
は
、
農
家
の
年

齢
層
か
ら
徐
々
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、

Ｊ
Ａ
を
主
体
と
し
た
ア
カ
ウ
ン
ト
管
理
、

ネ
ッ
ト
に
よ
る
購
入
な
ど
、
時
代
の
背

景
を
考
え
ま
す
と
浸
透
が
進
む
も
の
と

予
想
し
て
お
り
ま
す
。

Q Q AA A

QQ

A

A

経
済
部
関
連
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　ＪＡ鶴岡では、管内の小学校で行われる食農教
育を支援しています。
　農業と食の大切さを学んでもらおうと、青年部
や生産者が協力して稲刈り体験が行われました。
　鎌の使い方や刈り取り方の説明を聞いた後、５月
に手植えし、黄金色の穂をつけた稲の刈取りを体
験した各小学校の５年生の頑張りをご紹介します！

験体り刈稲

刈り取った稲の

くい掛けに

チャレンジ！

転んじゃったー！
転んじゃったー！

みんなで刈り取り頑張ったよ！

はじめに青年部員が

鎌の持ち方や

稲の刈り方のこつを説明

はじめに青年部員が

鎌の持ち方や

稲の刈り方のこつを説明

機械で刈り取ると
早かったね～！

機械で刈り取ると
早かったね～！

いっぱい
刈ったよ～！

いっぱい
刈ったよ～！

真剣に
作業！

真剣に
作業！

稲刈り

楽しい～♪
稲刈り

楽しい～♪
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9 9 7 - 8 7 9 0
郵 便 は が き

料金受取人払郵便

鶴岡市日吉町 3 -  1

 JA鶴岡 広報係  行き

鶴岡局承認

差 出 有 効 期 限
令和８年 1 0 月
1 3 日 ま で

（ 切 手 不 要 ）

261

（
キ
リ
ト
リ
線
）

※差し支えなければご記入ください。

※ポストに投函されるか、下記の無料ファックスダイヤルまで送信下さい

〈無料ファックスダイヤル〉 0800-800-5090

電話番号

お 名 前

ご 住 所

〒

市

ふりがな 性  別

男 ・ 女

年  齢

生後２ケ月で我が家に来て５歳半になります。
日に日に表情が豊かになり家で起きている時は
いつもニコニコ笑っています。悪天侯でも１日
２回の散歩は欠かせないリンなのです。

飼 い 主

わんちゃん

野坂 清彦 さん（鶴岡市本町）

柴犬

甘え上手で

 人気者のりんちゃん

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179までお気軽にご連絡下さい。 

スマイルキッズ

お父さん ： 良さん   お母さん ： 亜衣さん
祖父 ： 勲さん

ふうまいからし

五十嵐  楓真 くん
平成28年11月生まれ

まひろいからし

五十嵐  真尋 くん
令和3年5月生まれ

兄弟仲良く元気でいいね☆
いろんな事に挑戦していこう！！

山  口

地域選手として活躍している職員を
全力で応援しています！

ＪＡ鶴岡では、

和田良太園芸指導係へ応援品贈呈

応援品を受け取った和田園芸指導係㊥

　９月５日、第 79 回国民スポーツ大会へ出場す
る営農販売部生産振興課園芸指導係（大山事業所・
花き担当）の和田良太さんへゴルフ競技に使用す
る応援品を贈呈しました。和田さんは「皆様から
の応援を糧に、仕事も競技も全力で取り組んで参
ります」と意気込みを語りました。



クロスワードのこたえ

ふれあい伝言板

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事業利用券をプレゼ
ント致します。

■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに伝えたい・聞い
てほしい話などなんでも結構です。皆様のあたたかいお声をお
待ちしています！

タテのカギ ヨコのカギ

理事会開催報告

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り議決されました。

2025.9.26 開催

第１号議案　リスク評価書の改正について
第２号議案　情報セキュリティ基本方針等の改訂に

ついて
第３号議案　上期座談会の意見・要望に対する回答

について
第４号議案　規程類の変更について
第５号議案　役員賠償責任保険の継続加入について
第６号議案　理事に対する利益相反取引の承認につ

いて

色付きマスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉はなんで
しょう？締切は11月７日消印有効。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買
物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

1

2

3

4

6

9

11

13

15

17

19

育つこと。七五三は子どもの
――を祝う行事です
――果敢に若武者が戦う
江戸時代のタクシーです
秋の山を彩ります
「豚」の音読み。――カツ
金属の輪を長くつないで作ります
旅先の体験を書き綴ったもの
平安貴族の乗り物。
モーと鳴く動物が引きます
よく晴れた日の、
夕日の色といえば
佐渡島にはこの鳥の
保護センターがあります
ギターに張ります

2

5

7

8

10

12

14

16

18

20

21

川辺や海岸で見られる冬鳥。
東京都民の鳥です
熱海と並んで有名な、
伊豆半島東部の温泉地
分別して出します
雄弁は銀、――は金
陶器よりも高い温度で焼きます
耳の長い動物
天高く――肥ゆる秋
暦の上ではこの日から冬
櫛（くし）の材料によいとされる木
『源氏物語』の作者は紫――です
ＳＬとも呼ばれる蒸気――

先月号の答え タマイレ
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三 

浦 

明 

美
（
栄
）

　

今
年
も
忙
し
か
っ
た
枝
豆

の
収
穫
が
９
月
中
旬
に
終
わ

り
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
日
中
の
作
業
に

は
、
毎
年
来
て
く
れ
る
人
か

ら
高
校
生
ま
で
幅
広
い
年
代

の
方
々
か
ら
頑
張
っ
て
貰
い

ま
し
た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
勢
は
勿
論
で
す

が
高
校
生
の
成
長
ぶ
り
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
２
年
目
の
鶴
岡
の
17
歳

の
二
人
は
若
さ
を
活
か
し
た

力
強
い
豆
積
込
や
機
敏
な
動

き
で
大
人
顔
負
け
の
働
き
を

し
ま
す
。
も
う
一
人
県
外
の

高
校
生
は
、
常
に
周
り
を
良

く
見
て
人
手
の
足
り
な
い
所

や
大
変
な
所
に
す
ぐ
動
き
的

確
な
判
断
を
し
ま
す
。
先
々

を
読
む
力
が
あ
り
感
心
さ
せ

ら
れ
る
反
面
、
お
茶
目
な
所

が
あ
り
お
ば
様
方
か
ら
可
愛

が
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
受
験
な
の
で
来
れ

る
か
？
期
待
し
な
い
で
連
絡

を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
注
文
い
た
だ
き
ま
し
た
果

樹
・
花
木
苗
木
は
11
月
上
旬
よ
り

随
時
配
送
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
６
０
０
６

　

10
月
よ
り
順
次
パ
ワ
ー
マ
ッ
ト

を
配
送
し
て
お
り
ま
す
。
他
の
肥

料
に
つ
き
ま
し
て
も
11
月
よ
り
配

送
開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
置
き

場
所
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
案
内
の
通
り
、
９
月
30
日

（
火
）
を
も
っ
て
予
約
受
付
を
終

了
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
提
出

は
当
用
価
格
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

生
産
資
材
課

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
６
０
０
６

【
期
間
】
11
月
１
日
〜
２
月
28
日

【
営
業
時
間
】
８
時
〜
17
時
30
分

【
定
休
日
】
日
曜
日
・
祝
祭
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

西
郷
給
油
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

76

－

２
３
９
０

　

11
月
12
日
（
水
）

西
郷
給
油
所
の
営
業
時
間

の
変
更
に
つ
い
て

も
ん
と
あ
〜
る
11
月
定
休
日

果
樹・花
木
苗
木
配
送
の

お
知
ら
せ

令
和
８
年
用
生
産
資
材

予
約
申
込
書
に
つ
い
て

肥
料
置
き
場
所
準
備
の

お
願
い

11月22日（土）

11月14日㈮

11月15日㈯

1,000円
1,500円
2,500円
3,500円

JA鶴岡 年金友の会

参加要項
■JAで年金をお受け取りいただいている方、年金予約をいただいている方のみご参加いただけます。
■応募用紙に記入し、JA各支所・事業所へお申し込みください。
■詳細は、JA各支所・事業所にお問い合わせください。 ＪＡ鶴岡生活課　TEL 23-5045

３年継続日記３年継続日記

４,４００円（税込）

新発売

お問い合わせ先

10/15～
    12/30
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と
じ
穴

お
手
数
で
す
が
、
と
じ
穴
を
開
け
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

1.751.75
2.25

（2025年10月1日現在）


